
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
C
O
V
I
D-

19)

は
、
今
ま
さ

に
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
ま
ま
世
界
各

国
に
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の

集
計(

9
/
23)

に
よ
れ
ば
、
世
界

の
検
査
確
定
症
例
は
31
百
万
人
、

死
亡
者
数
は
96
万
人
を
超
え
て
き

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
・
東
南
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ト
ッ
プ
３

で
あ
り
、
対
応
可
能
病
院
は
数
に

限
り
が
あ
り
医
師
や
看
護
師
の
労

働
負
荷
は
極
限
と
も
言
わ
れ
医
療

崩
壊
も
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
1
月
15
日

国
内
で
初
め
て
感
染
者
を
確
認
以

来
、「
指
定
感
染
症
第

2
類
相
当
」

と
位
置
付
け
ら
れ
4
月
16
日
に
は

全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
国
内
経
済

が
極
端
に
冷
え
込
み
混
乱
し
て
5

月
25
日
に
は
全
面
解
除
と
な
り
ま

し
た
。

政
府
の
対
策
は
、
国
民
に
は
不

要
不
急
の
行
動
自
粛
を
呼
び
掛
け

な
が
ら
、
一
方
で
は
G
o
 
t
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
消
費
活
動
に

刺
激
を
求
め
る
迷
走
振
り
で
す
。

マ
ス
ク
の
配
布
な
ど
ち
ぐ
は
ぐ
な

政
策
が
目
立
ち
は
じ
め
、
個
人
消

費
の
落
込
み
で
飲
食
店
の
閉
店
や

観
光
疲
弊
へ
と
連
鎖
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
建
て
直
し
の

両
面
が
政
権
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
放
マ
ス
コ
ミ
に
至
っ

て
は
言
い
た
い
放
題
の
無
責
任
番

組
で
時
間
を
浪
費
し
て
、
国
民
を

迷
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
見
え
ざ
る
敵
と
の
闘
い
は
、

各
国
の
事
情
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

で
あ
り
、
特
に
検
査
対
応
に
大
き

な
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
検
査
数

を
最
大
に
し
て
感
染
者
を
探
し
出

す
国
や
、
日
本
の
よ
う
に
必
要
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
も
ぐ
ら
叩
き

的
な
消
極
手
段
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
手
段
も
自
国
の
事
情
が

優
先
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

感
染
検
査
数
の
世
界
各
国
の
状

況
を
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
が
、
日

本
の
検
査
数
は
欧
米
に
見
劣
り
し

ま
す
。
日
本
は
有
症
状
者
中
心
で

発
症
者
と
そ
の
接
触
者
の
み
の
検

査
に
留
め
て
い
る
た
め
で
す
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
ず
無
意
識

の
う
ち
に
感
染
し
て
い
る
無
症
状

患
者
の
隠
れ
た
存
在
が
無
視
で
き

ま
せ
ん
。

敵
の
視
え
る
化
を
図
る
に
は
、

誰
も
が
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
確

認
検
査
が
で
き
る
制
度
の
確
立
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
c
o
c
o
a
ア
プ
リ
も

有
効
で
し
ょ
う
が
、
新
し
い
生
活

様
式
に
沿
っ
た
責
任
あ
る
各
自
の

行
動
が
基
本
で
す
。「
感
染
す
る
か
？

し
な
い
か
？
」
そ
れ
は
あ
な
た
次

第
で
す
。

今
こ
そ
国
民
の
一
人
一
人
が
、

自
分
自
身
は
自
分
で
守
る
気
概
を

も
つ
こ
と
で
す
。
マ
ス
ク
が
無
く

な
る
か
ら
と
朝
早
く
か
ら
ス
ー
パ
ー

に
並
び
、
う
が
い
が
特
効
薬
だ
と

報
道
さ
れ
る
と
店
頭
を
空
っ
ぽ
に

す
る
。
も
っ
と
他
人
に
感
化
さ
れ

な
い
自
分
を
創
り
出
す
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
中
、
最
も
重
要
な

こ
と
は
モ
ラ
ル
を
忘
れ
な
い
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
は
自

分
で
守
り
な
が
ら
も
、
他
人
も
守
っ

て
あ
げ
ら
れ
る
気
配
り
が
必
要
で

す
。
敵
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誹
謗
中
傷
な
ど
は

も
っ
て
の
外
で
す
。

今
後
の
行
方
は
、
何
よ
り
も
ワ

ク
チ
ン
の
出
現
が
待
た
れ
ま
す
。

重
症
化
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
、

元
の
日
常
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
で

す
。
と
は
言
え
経
済
環
境
の
回
復

ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
と
思
い
ま
す
。

（
文
責

篠
原
）

 
日

本

三

名

瀑

の

一

つ

華

厳

の

滝

は
、
勝
道
上
人
が
発

見
し
、
仏
教
経
典
の
一

つ

で
あ

る
華
厳
経
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日精会たより №１７０ ２０２０年(令和2年) １０月1

未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
第
二
波
の

中
、
七
月
の
豪
雨
災
害
や
長

梅
雨
が
明
け
た
途
端
に
、
連

日
の
酷
暑
が
続
き
『
コ
ロ
ナ

は
怖
い
が
熱
中
症
も
怖
い
』

を
感
じ
た
。

◇
何
時
も
と
違

う
生
活
に
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
た
が
、
そ
こ
に
安
倍
首
相

が
体
調
の
悪
化
に
よ
る
辞
意
を
表
明

し
途
中
退
場
と
な
り
予
期
せ
ぬ
夏
と

な
っ
た
。
◇
「
ポ
ス
ト
安
倍
」
を
巡

り
事
実
上
の
首
相
選
び
と
な
る
自
民

党
総
裁
選
が
行
わ
れ
た
が
、
公
平
公

正
で
あ
る
べ
き
選
挙
に
、
永
田
町
力

学

の

舞

台

裏

が

垣

間

見

え

た

。

◇

「
権
謀
術
数
」

安
倍
首
相
が
辞
意

を
表
明
し
た
直
後
か
ら
、
閉
じ
ら
れ

た
選
出
プ
ロ
セ
ス
の
中
、
幹
事
長
が

菅
氏
の
支
援
を
表
明
す
る
と
各
陣
営

が
新
政
権
で
の
影
響
力
の
確
保
を
狙

い
動
き
出
し
た
。
７
派
閥
の
内
５
派

閥
が
次
々
に
、
勝
ち
馬
に
乗
る
動
き

が
加
速
、
勝
負
は
討
論
会
の
前
に
一

気
に
決
し
て
し
ま
っ
た
。
形
骸
化
・

消
化
試
合
化
し
た
テ
レ
ビ
討
論
会
を

見
て
虚
し
く
感
じ
た
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
？

◇
総
裁
選
は
予
想
通
り

菅
氏
が
新
総
裁
と
な
っ
た
が
、
次
の

総
裁
選
挙
の
立
候
補
に
も
影
響
が
あ

る
と
の
事
で
、
２
位
争
い
に
も
関
心

が
集
ま
っ
た
。
報
道
機
関
の
予
想
と

一
致
す
る
当
選
順
位
と
な
っ
た
。
◇

菅
内
閣
は
、
安
倍
政
権
継
承
・
前
進

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
人
事
面
で

「
施
さ
れ
た
ら

施
し
返
す
」
事
な

ど
考
え
ず
任
命
し
て
欲
し
い
。
政
策

面
で
は
前
政
権
の
功
罪
を
正
面
か
ら

論
じ
、
何
を
引
き
継
ぎ
、
改
め
て
行

く
の
か
を
明
確
に
し
、
国
民
に
分
か

り
や
す
い
成
果
を
あ
げ
て
も
ら
い
た

い
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

わ ら く い け

日
精
会
た
よ
り

９ 月 現 在

1 6 7 名

会 員 状 況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

見
え
ざ
る
敵
と
の
国
民
的
闘
い
！

そ
の
行
方
は
？

秋虹と華厳紅葉

季

節

の

絶

景

栃木県知事選挙

「たのべ隆男」
た か お

本年11月15日

（投票日）に実施

される栃木県知事

選挙には、現職知

事の対抗馬として、

たのべたかおさん

が立候補を表明し

ています。

連合栃木と古河

労組は、たのべた

かおさんを支持し、

自主投票とするこ

とを決定していま

す。

本

部

の

動

向

◎

役
員
会
議

7
月
21
日
・
8
月
20

日

・
9
月
16

日

◎

県
退
連

幹
事
会

9
月
30
日

長

尾

出

席

写
真
提
供

玄
梅
正
明
さ
ん



  
二

宮

神

社

の

鳥

居

前

の

両

側

に

木

彫

り

の

大

き

な

像

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

像

は

四

年

程

前

に

杉

の

巨

木

を

使

っ

て

、

日

本

チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大

会

優

勝

者

に

彫

刻

を

依

頼

し

て

奉

納

さ

れ

た

も

の

で

す

。

二

体

の

像

は

座

像

と

立

像

が

あ

り

、

座

像

は

不

動

明

王

の

前

で

座

禅

を

組

む

尊

徳

さ

ん

、

立

像

は

教

え

を

説

く

尊

徳

さ

ん

で

す

。

座

像

の

頭

上

の

後

ろ

が

「
願

い

受

け

」

に

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

お

金

を

見

事

に

投

げ

入

れ

る

こ

と

が

で

き

た

ら

心

願

成

就

に

な

る

そ

う

で

す

。

コ

ロ

ナ

禍

の

折

、

改

め

て

無

病

息

災

の

お

願

い

を

し

て

み

て

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

？

今

市

は

尊

徳

翁

の

終

焉

の

地

と

し

て

有

名

で

、

お

墓

と

神

社

が

あ

り

、

尊

徳

の

教

え

を

広

く

後

世

に

伝

え

る

べ

く

全

国

的

に

活

動

を

し

て

い

る

町

の

ひ

と

つ

で

す

。

コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
し
て
、
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

《
歩
こ
う
か
い
部
》

 

第
２
回

 
11
月

10
日
（
火
）

群
馬
県
藤
岡
市
鬼
石
桜
山
公
園

（
参
加
者
少
な
い
場
合
は
、
延
期
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

 第
２
回

 
10
月

3
日
（
土
）

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

2
0
2
0
秋
の
大
会

 
10
月

21
日
（
水
）

悪
天
候
の
場
合
は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
中

    
申
込
み
締
切
  

10
月

10
日
（
土
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
３
回

 
12
月

5
日
（
土
）

《
女
性
部
》

日
程
な
ど
詳
細
は
未
定

《
囲
碁
部
》

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

９
時
集
合

  

参
加
費
１
０
０
０
円

第
２
回

11
月

6
日
（
金
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 

 
今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

 
第
２
回

11
月

13
日
（
金
）

今
年
の
工
場
見
学
＆
旅
行
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
予
防
の

為
、
工
場
見
学
等
で
き
な
い
の
で

実
施
し
ま
せ
ん
。

  
８
月
入
会

 
神
山

桂
一

さ
ん

（
豊
岡
）

日精会たより №１７０ ２０２０年(令和2年) １０月2

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

9
月
14
日

福

田

良

雄

さ
ん

73
歳

行
事
企
画
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
入
会
員
紹
介

各

部

行

事

予

定

◇期日：

１１月１０日(火)

「冬桜と紅葉」が

楽しめます

◇参加費：

5,000円

申込み締切

１０月２０日
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

秋のハイキング

募
集
中

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
福
井
製
造
所
は
、
当
初
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
か
ら
圧

延
へ
の
一
連
工
場
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
途
中
事
業
見
直
し
に
よ
っ

て
、
世
界
に
誇
る
大
型
圧
延
工
場
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
日
光
工

場
で
熟
成
さ
れ
た
製
板
製
造
技
術
を
、
最
大
限
に
活
用
し

1
9
8
3

年

5
月
に
操
業
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
従
業
員
数
５
５
０
名
、
Ｕ

Ａ
Ｃ
Ｊ
の
主
力
工
場
と
し
て
、
鋳
塊
の
製
造
か
ら
、
熱
間
圧
延
、
冷

間
圧
延
、
仕
上
げ
加
工
に
至
る
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
行
っ
て
お
り
、
高

品
質
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
熱
間
粗
圧
延
機
は
全
長

4
0
0
メ
ー
ト
ル
、
製
品
幅

4
・
3

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
世
界
最
大
級
の
大
型
圧
延
機
で
す
。
厚
み
を
自
動
制

御
す
る

A
G
C
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
高
度
で
高
品
質
な
圧
延
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
つ
く
ら
れ
る
厚
板
は
、
広
幅
の

L
N
G
タ
ン
カ
ー
造
船
用
部

材
や
航
空
宇
宙
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
薄
板
は
缶
材
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
応
じ
て
加
工
・
成
形
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
空
宇
宙
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
統
一
規
格
認
証

A
S
9
1
0
0
を
取
得
し
て
お
り
、
品
質
要
求
の
厳
し
い
日
本
海
事
協

会
や
航
空
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
認
定
工
場
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供
は
、
網
野
紘
一
氏
）

Ｕ

Ａ

Ｃ

Ｊ

日

光

は

閉

鎖

さ

れ

て

も

福井製造所の全景

熱間粗圧延機

ご

存

知

で

す

か

？

尊

徳

来

福

像今
市
報
徳
二
宮
神
社二宮尊徳の墓

座像 立像


